
ハザードマップって？

　災害発生の危険度や避難情報
は、５段階の警戒レベルでお知
らせします。レベル３が発令さ
れたら避難に時間が掛かる人が
避難を開始、レベル４では、危
険な場所から全員が避難する必
要があります。レベル５は、既
に災害が発生しており、命の危
険がある状況です。避難ができ
なかった人は、建物内の少しで
も安全な場所に移動するなど、
命を守る行動をとってください。
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防防
災災

適切な行動をとる適切な行動をとる

危
険
度

高

低

警戒レベル 避難情報など とるべき行動

５ 緊急安全確保 命の危険。直ちに安全確保

～警戒レベル４までに必ず避難～～警戒レベル４までに必ず避難～

４ 避難指示 危険な場所から全員避難

３ 高齢者等避難 危険な場所から
高齢者や障がい者などは避難

２ 大雨・洪水・高潮注意報 避難行動を確認

１ 早期注意情報 最新情報に注意

　大雨や台風の影響により、全国各地に大きな被害がもたらされ
ています。災害が発生したとき、自分や身の回りの人の命を守る
ために、家庭でできる備えを確認しましょう。

問い合わせ　危機管理室（☎ 0866－92－8599）

第６回　試してみよう ! 災害用伝言ダイヤル（171）

連 載

　近年、豪雨による水害、大地震などの自然災害
が頻発しています。災害発生時は、被災地にいる
家族や親戚、友人などの安否確認をするために電
話が集中して通信回路が混雑し、電話がつながり
にくい状態になります。
　そんなときに役立つのが、災害用伝言ダイヤル

（171）です。これは、災害によって被災地への
電話がつながりにくい状況になったときに提供が
開始され、安否などの情報を無料で音声録音・再
生できるサービスです。
　期間限定で体験利用ができるので、使い方など
を確認し、災害に備えて体験してみましょう。

＜災害用伝言ダイヤルの使い方＞
① 171 をダイヤルします。
② ガイダンスに従って、録音の場合は１を、再生

の場合は２をダイヤルします。
③ 連絡を取りたい人の電話番号をダイヤルします。
④伝言を録音・再生することができます。
＜体験利用日＞
・毎月１日・15 日の終日
・1/1 ～ 1/3 の終日
・8/30  9:00 ～   9/5  17:00（防災週間）
・1/15  9:00 ～ 1/21  17:00（防災とボランティ
   ア週間）

そうじゃ防災士の会からのメッセージそうじゃ防災士の会からのメッセージ

情報を得る
　市は、市公式 LINE やメールマガジンで、さま
ざまな情報を発信しています。警報や避難の情
報など、災害に関することも即時お知らせして
いるので、ぜひ登録してください。

LINE

QR

　右の QR を読み込み、友だち追加
ボタンを押して登録してください。

（事前に LINE 利用登録が必要）

そうじゃメールマガジン

QR

※  読み取れない場合は、
　　t-soja@sg-m.jp
 　に空メールを送信してください

QR

おかやま防災ポータおかやま防災ポータルル
（岡山県）（岡山県）

　「おかやま防災ポータル」や「川の防災情報」では、
避難の判断材料になる雨や川の状況、ダム放流量な
どをリアルタイムで配信。河川の監視カメラ映像や
水位情報などを確認できます。

川の防災情報川の防災情報
（国土交通省）（国土交通省）

QR

　テレビではデータ通信（ｄボタン）を利用す
ると、各市町村の情報が入手できます。また、
携帯ラジオがあると、避難先でも災害情報を収
集できます。

テレビ、ラジオテレビ、ラジオ

気象庁ホームページ気象庁ホームページ
　大雨による災害（土砂災害、浸水害、洪
水害）の危険度を５段階で表示する「キキ
クル」や、雨を予測する「雨雲の動き」、「今
後の雨」といったページを見ることができ
ます。防災気象情報発表時に、どこで危険度が高まっ
ているか地図上で確認できます。また、「雨雲の動き」、

「今後の雨」では、線状降水帯の予測情報を確認する
ことができます。

キキクル

　気象庁は、豪雨災害の要因となる「線状降水帯」
の情報を発生時に発表していました。５月 25 日か
らは、以前より最大 30 分程度早く予測情報を発表
するようになりました。

　線状降水帯が発生すると、短時間で多くの雨が降
り、災害の危険度が急激に高まります。市からの避
難情報なども取得し、適切な行動をとってくださ
い。

線状降水帯線状降水帯の予測情報の予測情報

　『総社市ハザードマップ（洪水・土砂災害）』
には、浸水想定区域や土砂災害警戒区域、避
難場所など、災害に関する各種情報が掲載されています。
　自宅や学校、勤務先など、自分の生活圏にどのような危
険があるかを確かめておきましょう。また、避難が必要な
時にすぐ行動できるよう、あらかじめ避難場所や経路など
を決めたり、家族で防災の話をしたりする際に役
立ててください。
　市ホームページからは、最新のものをダウン
ロードできます。 QR

□家族の連絡先・連絡方法を確認
□  171 災害用伝言ダイヤルの利用

方法を確認（詳細は５ページ下
部）

□ 家族の役割分担（非常持ち出し
品を運ぶ人、家の安全確認をす
る人など）を決めておく

□非常持ち出し品の用意・点検
□非常用備蓄品の整備
□ 市公式 LINE、そうじゃメールマ

ガジンの登録
□ハザードマップの確認
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